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資料7- 6 - 3　オンラインショッピングでの消費意欲が増
加した理由（複数回答）　N=1, 440

資料7-6 -4　オンラインショッピング利用者のネットスー
パーの認知と利用状況　N=2 ,747
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資料7-6-1　オンラインショッピングでの購入経験［2008
年 -2009年］

資料7- 6 - 2　オンラインショッピングと実店舗における
消費意欲　N=2 ,747
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80.9% 19.1%
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非常に減った

少し減った

変わらない

まあ増えた

非常に増えた
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実店舗

オンライン
ショッピング

57.4%

5.0%
2.4%

2.4%

7.6%

2.4%8.8%

1.8%

21.9%

37.0%15.4
% 37.8%

0 10 20 30 40 50 60 70 80％

その他

品切れがない

購入システムが
簡単なお店が増えた

じっくり考えることができる

以前よりインターネットで購入できる
商品のジャンルが増えた

商品の評価やレビューが
掲載されているから

商品を持ち帰る必要がない、
重い商品でも購入が簡単

商品に関する情報が豊富

各店舗の価格を比較できる

営業時間を気にしなくて良い

オンラインショッピングの
ほうが安い

店舗に行く必要がない

72.8%
69.8%

50.2%

42.9%

40.0%

32.7%

41.3%

25.4%

21.6%

9.8%

2.8%

55.3%

知らない/わからない
43.5％

知っているけど、利用したことはない
44.1％

試しに利用した
ことがある
3.5％たまに利用する

6.7％

よく利用する
2.2％
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半数以上がオンラインショッピングでの購入意欲が増加
オンラインショッピング利用率は昨年より1. 5ポイント上昇の82 . 4％となった。「巣ごもり消費」
でECが好調と言われている通り、オンラインショッピング利用者のオンラインショッピングでの
購入意欲は52 .4％が上昇したと回答しており、実店舗での購入意欲と比較すると対照的である。
不況下にあり、より安さを求めるとともに、在宅時間の長時間化により、商品の検討時間が増加し
ていることが要因となっている。
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資料7- 6 - 6　オンラインショッピングで1年間に使う金額

©impress R&D, 2009

資料7- 6 -5　実際にオンラインで購入した製品・サービスのジャンル（複数回答）［2008年 -2009年］ 
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2009 年　
N=2,747
2008 年　
N=1,618

0 10 20 30 40 50 60 70％

わからない/覚えていない

その他

不動産（一戸建て・マンション・土地）

車、バイク

携帯電話、PHS

ガーデニング、園芸

ギャンブル（パチンコ、パチスロ、競馬、競輪、競艇等）

ペット、ペット用品

飲食店、ケータリング（出前）サービス予約

ベビー、キッズ、マタニティー商品

スポーツ、アウトドア

デジタルコンテンツ（動画、電子書籍、音楽、ゲームサービスなど）

医療品、健康食品（ビタミン剤など）

イベントチケット（映画、演劇、コンサート、スポーツ）

ゲーム機（携帯ゲーム機含む）/ゲームソフト

ギフト、生花、中元 /歳暮

PCソフトウェア（商品パッケージ）

航空・鉄道チケット

AV機器、家電製品

家具、雑貨、小物

化粧品、ヘアケア

産地直送品、食料品、酒、飲料

パソコンなどコンピューター関連製品ハードウェア（周辺機器含む）

旅行、宿泊予約

CD、DVD、ブルーレイ

衣料、アクセサリー、ファッション

書籍、雑誌 60.1％
58.6％

47.5％
45.3％
45.4％
46.4％

42.1％
39.9％
38.3％
36.8％
37.3％

33.2％
30.0％

28.1％
29.3％

25.1％
27.8％

25.7％
27.1％
27.2％

24.5％
25.6％

23.2％
20.4％
22.5％
21.1％
21.5％

19.0％
19.7％
19.3％

13.4％
12.9％

10.2％
9.1％
9.8％
8.1％
8.8％
8.0％
8.4％
7.2％
6.0％
4.6％
6.0％
5.3％
5.6％
5.8％
4.7％
3.8％

0.4％
0.3％
4.2％
3.6％
1.9％
2.0％

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100％

2008 年
　N=1,618

2009 年
　N=2,747

7.1％ 12.7％

9.6％ 12.9％ 35.5％ 17.6％ 12.7％

2.5％

2.2％

35.5％ 18.7％ 14.2％

1.5％ 3.3％

3.5％
0.4％
0.5％

1.4％

4.0
％

4.2
％ 50万～100 万円未満

30万～50万円未満

10万～30万円未満

5万～10万円未満

1万～5万円未満

5000 円～1万円未満

5000 円未満

最近 1年間では
利用していない

わからない

100万円以上

オンラインショッピングでの年間支出が増加
オンラインショッピングで購入した製品やサービスは、「書籍、雑誌」「衣料、アクセサリー、ファッ
ション」「CD、DVD、ブルーレイ」の順である。多少の順位の変動はあるものの、全体的な傾向は
昨年と変わらない。一方、オンラインショッピングでの年間支出では、5万円から30万円といった
高額支出の比率が上昇しており、年間支出は増加している。
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資料7- 6 -7　利用している電子マネーの種類（複数回答）［2008年 -2009年］
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0 5 10 15 20 25 30 35 40 45％

利用していない

わからない

その他

TOICA（東海旅客鉄道株式会社）

Cmode（日本コカ・コーラ株式会社）

BitCash（ビットキャッシュ株式会社）

VISA TOUCH（ビザ・インターナショナル）

電子マネーちょコム
（NTTコミュニケーションズ）/仮想マネー

QUICPay（株式会社ジェーシービー）

WebMoney
（株式会社ウェブマネー）/仮想マネー

PiTaPa（スルっとKANSAI協議会）

iD（株式会社エヌ・ティ・ティ・ドコモ）

ICOCA（西日本旅客鉄道株式会社）

nanaco 
（株式会社セブン＆アイ・ホールディングス）

WAON（イオン株式会社）

PASMO（株式会社パスモ）

Edy（ビットワレット株式会社）

Suica（東日本旅客鉄道株式会社）

21.1％

11.8％

4.3％

4.5％

2.9％

1.6％

1.2％

3.3％

5.4％

21.3％

23.2％

19.9％

11.4％

9.1％

7.3％

8.1％

4.5％

3.6％

3.4％

4.7％

3.4％

3.2％

1.7％

1.2％

1.0％

0.8％

0.7％

1.7％

5.4％

39.3％

2009年　
N=3,332
2008年　
N=2,000

2009年　
N=3,332
2008年　
N=2,000

42.4％

電子マネー利用率はわずかに上昇の55.3％
電子マネーの利用率は、昨年から約3ポイント増加の55. 3％となった。昨年は11ポイント増加し
ていたことから、利用者の成長は鈍化している。昨年に引き続き、交通系の「Suica」や「PASMO」、
ビットワレットが提供する「Edy」が上位である。「WAON」が9.1％と、昨年の2倍以上に増加し
４位となった。

※「iD（株 式 会 社 エ
ヌ・ティ・ティ・ドコモ）」
「QUICPay（株式会社
ジェーシービー）」「VISA 
TOUCH（ビザ・インター
ナショナル）」「Cmode
（日本コカ・コーラ株式
会社）」「TOICA（東海
旅客鉄道株式会社）」
は、2009年より追加し
た項目。
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資料7- 6 - 8　買い物のためにインターネットで情報を収
集した分野 （複数回答）［2008年 -2009年］

2009年　
N=2,868
2008年　
N=1,718

0 10 20 30 40 50％

わからない

その他

ギャンブル（パチンコ、
パチスロ、競馬、
競輪、競艇など）

ベビー、キッズ、
マタニティー商品

ガーデニング、園芸

ペット、ペット用品

不動産（一戸建て・
マンション・土地）

スポーツ、アウトドア

医療品、健康食品
（ビタミン剤など）

ギフト、生花、
中元/歳暮

デジタルコンテンツ
（動画、電子書籍、音楽、

ゲームサービスなど）

飲食店、ケータリング
（出前）サービス予約

車、バイク

イベントチケット
（映画、演劇、

コンサート、スポーツ）

家具、雑貨、小物

ゲーム機
（携帯ゲーム機含む）/

ゲームソフト

PCソフトウェア
（商品パッケージ）

化粧品、ヘアケア

産地直送品、
食料品、酒、飲料

航空・鉄道チケット

携帯電話、PHS

CD、DVD、ブルーレイ

AV機器、家電製品

衣料、アクセサリー、
ファッション

パソコンなどコンピューター
関連製品ハードウェア
（周辺機器含む）

旅行・宿泊予約

書籍、雑誌

34.5％

36.6％

38.6％

32.1％

27.3％

24.2％

26.8％

29.4％

23.2％

22.9％

20.6％

18.8％

16.7％

18.9％

16.4％

14.8％

14.3％

7.9％

8.7％

7.4％

7.6％

7.2％

3.3％

2.3％

36.7％

36.2％

33.6％

29.7％

28.0％

26.6％

26.5％

26.4％

24.1％

23.6％

21.5％

19.4％

18.1％

18.0％

17.2％

15.6％

15.4％

9.6％

9.3％

9.0％

8.6％

6.5％

3.5％

2.0％

47.4％

46.2％

46.9％

47.3％

47.1％

45.6％
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資料7- 6 - 9　オンラインショッピングで最もよく利用す
る商品情報の探し方（単一回答） ［2008年 -2009年］

2009年
N=2,747
2008年　
N=1,618

0 5 10 15 2520 50％

わからない

その他

Q&Aコミュニティー
から探す

掲示板の
まとめサイトから探す

ニュースサイトから探す

ウィキペディアから探す

SNSからの情報、
書き込みから探す

個人が運営している商品・
サービスの紹介サイトから探す

商品・サービスを紹介する
商業メディアから探す

個人のブログから探す

掲示板（オープン型）からの
情報、書き込みから探す

ポータルサイトから探す

ユーザー参加型の商品・
サービスのレビューサイト、

評価サイトから探す

ECサイトの買い物
情報、レビュー（評価）

お気に入りまたはよく購入
する店舗サイトから探す

メーカーのサイトや
メーカー関連サイトで探す

オークションで探す

検索サイトで探す

価格比較サイトで探す

楽天市場、Yahooショッピング、
生協などのECサイトで探す

14.6％
12.2％

14.6％
17.3％

8.6％
9.5％

4.2％
4.8％

3.8％
4.4％

2.1％
2.5％

1.1％
0.9％

0.6％
0.8％

0.6％
0.6％

0.5％
0.2％

0.5％
0.2％

0.3％
0.1％

0.3％
0.2％

0.2％
0.1％

0.1％
0.3％

0.1％
0.3％

0.0％
0.0％

0.7％
1.1％

1.1％
1.2％

46.1％
43.4％

ECサイトで情報収集が圧倒的
買い物のためにインターネットで情報を収集した分野では「書籍、雑誌」や「旅行・宿泊予約」、「パ
ソコンなどコンピューター関連製品ハードウェア」がやや飛び抜けて上位であり、昨年と同じであ
る。一方、その商品情報の収集方法では、「楽天市場、Yahoo!ショッピング、生協などのECサイト
で探す」が突出して高く、昨年同様ECサイトの強さが際立っているが、ほかには価格比較サイトが
やや増加している。
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